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評 価 結 果 概 要 表
【事業所が特に力を入れている点・アピールしたい点（事業所記入）】

事業所番号 3871100347
職員全員が笑顔で挨拶を実践している
月一回の他施設合同の介護教室（勉強会）に全員参加し、知識の向上をはかっている
地域行事への参加（祭り・運動会等）や夕涼み会の開催をすることによって地域との交流をはかってい
る
ゴミステーションの清掃等近隣地域に貢献している。
職員同士の親睦を深め、食事会等も積極的に実施し離職者も少ない

法人名 有限会社　くまた

事業所名 グループホーム　くまた

【外部評価で確認した事業所の優れている点、工夫点（評価機関記入）】
●今年、事業所で看取った利用者の方は、豆腐やかぼちゃスープ等、できるだけ口から食べていただ
けるよう支援された。ご家族も、週に2～3回食事介助に来られて、職員と話し合いながら支援された。ご
家族は、ご本人が安楽な体位がとれるよう、「当て枕」を作ってくださった。最期は、ご家族がご本人の手
をとって見送られた。事業所では現在も、終末期を過ごされている利用者がおられる。「きれいでいた
い」という思いを持っておられる利用者には、普段はパジャマで過ごされるが、行事ごとの際には、お気
に入りの洋服に着替えられるよう支援されたり、定期的にカットする等、ご本人の思いを大切にした支援
に取り組まれている。
●地域にある特別養護老人ホームで毎月行われる勉強会に、職員も参加させてももらっており、介護技
術や看取り支援について学んでおられる。
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愛媛県松山市千舟町6丁目1番地3　チフネビル501

所在地 　愛媛県　松山市　土手内　５２－１

自己評価作成日

Ⅴ．サービスの成果に関する項目（アウトカム項目）　　※項目№1～55で日頃の取り組みを自己点検したうえで、成果について自己評価します

所在地

評価機関名

基本情報リンク先

平成24年10月31日訪問調査日

項　　目
　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　↓該当するものに○印

項　　目
　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　↓該当する項目に○印

56
職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の
意向を掴んでいる
（参考項目：23,24,25）

1. ほぼ全ての利用者の

63

職員は、家族が困っていること、不安なこ
と、求めていることをよく聴いており、信
頼関係ができている
（参考項目：9,10,19）

1. ほぼ全ての家族と
2. 利用者の２/３くらいの 2. 家族の２/３くらいと
3. 利用者の１/３くらいの 3. 家族の１/３くらいと
4. ほとんど掴んでいない 4. ほとんどできていない

57
利用者と職員が、一緒にゆったりと過ごす
場面がある
（参考項目：18,38）

1. 毎日ある

64
通いの場やグループホームに馴染みの人や
地域の人々が訪ねて来ている
（参考項目：2,20）

1. ほぼ毎日のように
2. 数日に１回程度ある 2. 数日に1回程度
3. たまにある 3. たまに
4. ほとんどない 4. ほとんどない

58
利用者は、一人ひとりのペースで暮らして
いる
（参考項目：38）

1. ほぼ全ての利用者が

65

運営推進会議を通して、地域住民や地元の
関係者とのつながりの拡がりや深まりがあ
り、事業所の理解者や応援者が増えている
（参考項目：4）

1. 大いに増えている
2. 利用者の２/３くらいが 2. 少しずつ増えている
3. 利用者の１/３くらいが 3. あまり増えていない
4. ほとんどいない 4. 全くいない

59
利用者は、職員が支援することで生き生き
した表情や姿がみられている
（参考項目：36,37）

1. ほぼ全ての利用者が

66
職員は、活き活きと働けている
（参考項目：11,12）

1. ほぼ全ての職員が
2. 利用者の２/３くらいが 2. 職員の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 職員の１/３くらいが
4. ほとんどいない 4. ほとんどいない

60
利用者は、戸外の行きたいところへ出かけ
ている
（参考項目：49）

1. ほぼ全ての利用者が

67
職員から見て、利用者はサービスにおおむ
ね満足していると思う

1. ほぼ全ての利用者が
2. 利用者の２/３くらいが 2. 利用者の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 利用者の１/３くらいが
4. ほとんどいない 4. ほとんどいない

61
利用者は、健康管理や医療面、安全面で不
安なく過ごせている
（参考項目：30,31）

1. ほぼ全ての利用者が

68
職員から見て、利用者の家族等はサービス
におおむね満足していると思う

1. ほぼ全ての家族等が
2. 利用者の２/３くらいが 2. 家族等の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 家族等の１/３くらいが
4. ほとんどいない 4. ほとんどできていない

62
利用者は、その時々の状況や要望に応じた
柔軟な支援により、安心して暮らせている
（参考項目：28）

1. ほぼ全ての利用者が
2. 利用者の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが
4. ほとんどいない
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サービス評価自己評価項目  
  (評価項目の構成) 【記入方法】

　Ⅰ.理念に基づく運営

　Ⅱ.安心と信頼に向けた関係づくりと支援

　Ⅲ.その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

　Ⅳ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援   ※用語について

  ●職   員＝「職員」には、管理者および非常勤職員を含みます。

  ●家族等＝家族、家族に代わる本人をよく知る人、成年後見人などを含みます。
                   （他に「家族」に限定する項目がある）

  ●運営者＝事業所の具体的な経営・運営に関わる決定権を持つ、管理者より上位の
                  役職者（経営者と同義）。

  ●チーム＝一人の人を関係者が連携し、共通認識で取り組むという意味です。
                  関係者とは管理者・職員はもとより、家族、かかりつけ医、包括支援センターなど、
                  事業所以外で本人を支えている関係者を含みます。

自己評価及び外部評価結果表

　●　指定認知症対応型共同生活介護の場合は、共同生活住居（ユニット）ごとに、管理者が
　　　 介護職員と協議のうえ記入してください。

　●　全ての各自己評価項目について、「実施状況」を記入してください。

　（注）　自己評価について、誤字脱字等の記載誤り以外、外部評価機関が記載内容等を
　　　　　修正することはありません。

評価完了日 　２４年　　　１０月　１５日

(ユニット名） １F

記入者（管理者）

氏　名 久萬田　真一

事業所名　 有限会社　くまた

ホップ 職員みんなで自己評価!

ステップ 外部評価でブラッシュアップ!!

ジャンプ 評価の公表で取組み内容をＰＲ!!!

－サービス向上への３ステップ－
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グループホーム　くまた(1F) 自己評価及び外部評価表

自己
評価

外部
評価

項　　目 実践状況
次のステップに向けて期待したい内容

（外部評価のみ）

(自己評価)

管理者と職員は地域との関係をつなげ、その人らしく暮らせ
るような理念を共有し、日々ケアに取り入れている。

(外部評価)

事業所では、開設以来「真心」と理念を掲げておられ、代表
者は、職員採用時に「まごころを持って利用者に接すること
が一番大事」であることを話しておられる。又、運営方針に
は、「家庭的な明るい環境作りを大切にする」こと等を挙げて
おられ、職員は、「明るい笑顔」で利用者に接することに取り
組まれている。

(自己評価)

町内の会合（区長会、サポート大町等）や地域のイベント（大
祭、市民運動会、防災訓練等）に積極的に参加し、近隣住
民と十分話し合う機会をもっている。
ミカンの販売をすることで地域の方に目を向けて貰っている
宵祭りの時に町内、隣町×2合同でかきくらべをホーム前で
行い、その接待をホーム全体で行っている。

(外部評価)

事業所のある地域は、法人代表者の地元でもあり、地域の
方達とのネットワークも厚く、地域の方達とともに活動をすす
めておられる。毎年恒例となっている事業所主催の「夕涼み
会」は地域の方達も楽しみにしておられ、近所の電気店の方
が提灯の飾り付けをしてくださったり、地域の高校のＪＲＣ（青
少年赤十字）部の生徒達が焼きそばやかき氷等、バザーの
手伝いをしてくれたり、又、利用者とご家族、職員で一緒に
作ったおはぎをパックに詰めて販売された。地域の幼稚園の
運動会の案内をいただき、見学に行かれた際には、テントの
下には利用者用の椅子を用意してくださっていた。11月に
は、利用者が園児と一緒に事業所の畑で芋掘りを楽しまれ
る予定になっている。今年初めて「メイクセラピー」のボラン
ティアの方が来てくださり、利用者は、お化粧をしてもらって
たいへん喜ばれたようで、今後も定期的に来ていただくよう
になったようだ。

(自己評価)

地域のサロンに出かけていき、認知症の勉強会を開催し、
ホームでの日々の生活をプロジェクターを用いて紹介したり
認知症に対する理解や支援の方法を説明している。

3

2 2

○事業所と地域とのつきあい
利用者が地域とつながりながら暮らし続けられる
よう、事業所自体が地域の一員として日常的に
交流している

Ⅰ.理念に基づく運営

1 1

○理念の共有と実践
地域密着型サービスの意義を踏まえた事業所
理念をつくり、管理者と職員は、その理念を共有
して実践につなげている

○事業所の力を活かした地域貢献
事業所は、実践を通じて積み上げている認知症
の人の理解や支援の方法を、地域の人々に向
けて活かしている
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グループホーム　くまた(1F) 自己評価及び外部評価表

自己
評価

外部
評価

項　　目 実践状況
次のステップに向けて期待したい内容

（外部評価のみ）

(自己評価)

運営推進会議にて自己評価、外部評価の結果やイベントの
結果等を報告。区長さんや民生委員さん、地区の方々と話
し合い、問題点について意見交換を図り、サービス向上に活
かしている。
毎月家族さんに参加していただいている。

(外部評価)

会議には、民生委員や区長、老人クラブ会長、ご家族、利用
者も参加されている。会議では、行事の報告や予定を知ら
せた後、地域の方達の世間話から話題も拡がるようだ。今年
5月の会議時には、区長の方から、「予定を確保できるよう
に、会議の開催日を決めておいてほしい」と、要望があり、
「奇数月の25日に会議を開催」することを決められた。ご家
族には、ひとりずつ順番に案内して会議に参加していただい
ている。

(自己評価)

毎月一回 北条調整委員会が開催される。
勉強会では事業所ごとに議題を決めて持ち回りで発表す
る。包括支援センターとも密に連絡をとっている。

(外部評価)

運営推進会議時、市の担当者の方は、「介護報酬改定につ
いて」説明してくださったり、評価実施前の会議時には、
「サービス評価の意義・目的」や「評価結果をインターネット
で公開することで利用希望者の事業所選びに活用されてい
る」ことを説明してくださった。

(自己評価)

身体拘束の研修会に参加し、職員会で拘束についての職
員の共通認識をはかり、日々積極的に取り組んでいる。

(外部評価)

調査訪問時、1階ユニットの利用者が、おひとりで階段を上
がり、2階ユニットに来られたり、2階ユニットの利用者が、お
ひとりで階段の踊り場へ出て、窓から外を眺めたり、手すりを
持って運動される等、利用者は事業所内を自由に過ごされ
ていた。

5 4

○市町村との連携
市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業
所の実情やケアサービスの取組みを積極的に
伝えながら、協力関係を築くように取り組んでい
る

4 3

○運営推進会議を活かした取組み
運営推進会議では、利用者やサービスの実際、
評価への取り組み状況等について報告や話し
合いを行い、そこでの意見をサービス向上に活
かしている

6 5

○身体拘束をしないケアの実践
代表者及び全ての職員が「指定基準における
禁止の対象となる具体的な行為」を正しく理解し
ており、玄関の施錠を含めて身体拘束をしない
ケアに取り組んでいる
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グループホーム　くまた(1F) 自己評価及び外部評価表

自己
評価

外部
評価

項　　目 実践状況
次のステップに向けて期待したい内容

（外部評価のみ）

(自己評価)

管理者と職員は高齢者虐待防止関連法について学ぶ機会
を持ち、利用者の自宅や事業所で虐待がみすごされること
がないよう注意を払い、防止につとめている。

(自己評価)

管理者は成年後見制度の研修に参加し、職員会等で報告
している。
必要と思われるご家族への助言を行っている。
職員も順番で研修に参加

(自己評価)

入居時に家族、利用者を交えて説明している。
医療連携体制、看取りの体制等も同意を得るようにしてい
る。
疑問点等随時詳しく説明し、了解を得るようにしている。

(自己評価)

二ヶ月に一回運営推進会等で意見を交換できるよう機会を
設けている。
個別に意見を聞き、利用者本意の運営を心がけている。
家族会・敬老会等の家族集合時に意見を聞いている。

(外部評価)

季節毎に発行されている事業所便り「まごごろ」は、行事時
の利用者の表情がよくわかるよう、写真を多く載せてコメント
を付けておられ、ご家族に楽しく見てもらえるよう工夫されて
いる。年に1回、9月の敬老会時には、「家族会」を開催され
ており、14名のご家族が参加された。ビデオで、利用者の日
常や行事時の様子等を見ていただいた。ご家族のみで話し
合う時間も作っておられるが、あまりお話が出ず、短時間で
終了となるようだ。家族会に際して、事前にアンケートを取っ
ておられ、ご家族からは感謝の言葉を多くいただいたよう
だ。管理者は、アンケートからも、「看てもらっているという気
持ちから、ご家族は意見が書けないのではないか」と感じて
おられた。

ご家族が言うことをためらう心情を察して、事業所でも意見や
要望・提案等を引き出せるような働きかけの工夫を重ねてい
かれてほしい。又、ご家族は、利用者をともに支えるケア
パートナーでもあり、時には、実際に職員とケアにかかわるよ
うな場面を作って、より具体的にケアサービスを知ってもらえ
るよう、取り組まれてはどうだろうか。

8

○権利擁護に関する制度の理解と活用
管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成
年後見制度について学ぶ機会を持ち、個々の
必要性を関係者と話し合い、それらを活用でき
るよう支援している

9

○契約に関する説明と納得
契約の締結、解約又は改定等の際は、利用者
や家族等の不安や疑問点を尋ね、十分な説明
を行い理解・納得を図っている

10 6

○運営に関する利用者、家族等意見の反映
利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員
並びに外部者へ表せる機会を設け、それらを運
営に反映させている

7

○虐待の防止の徹底
管理者や職員は、高齢者虐待防止法等につい
て学ぶ機会を持ち、利用者の自宅や事業所内
での虐待が見過ごされることがないよう注意を払
い、防止に努めている
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グループホーム　くまた(1F) 自己評価及び外部評価表

自己
評価

外部
評価

項　　目 実践状況
次のステップに向けて期待したい内容

（外部評価のみ）

(自己評価)

毎月の職員会や二ヶ月に一回の運営推進会にも参加して
いただき、意見交換の場を設けている。
必要に応じ個別に意見を聞くようにしている。
家族の方に順番で声かけをし、参加していただいている。

(外部評価)

法人代表者も勤務のシフトに入り、日々、職員と一緒にケア
に取り組まれており、職員からの意見や提案を直接聞いて
おられる。又、職員もその時々に、代表者に意見や提案を伝
えておられる。地域にある特別養護老人ホームで毎月行わ
れる勉強会に、職員も参加させてももらっており、介護技術
や看取り支援について学んでおられる。

(自己評価)

状況に応じて勤務時間を調整したり職員の疾病等急な休み
には柔軟に勤務変更できるよう調整している。
資格を取得できるよう支援している。

(自己評価)

段階に応じた研修を受けることをお勧めしている。
地域の勉強会や介護教室、相互研修等にも参加していただ
いている。
介護福祉士、介護支援専門員等資格取得に向けた支援を
行っている。

(自己評価)

交流のある近くの2施設交代で月一回の勉強会を行ってい
る。
地域密着型の調整会や市の連絡会にも参加し、情報交換を
行っている。
相互事業評価にも参加。

(自己評価)

事前の面談にて生活状態を把握し、本人との日々の関わり
の中で生活習慣や要望を聞き出し信頼関係をもち、不安の
軽減に努めている。

14

○同業者との交流を通じた向上
代表者は、管理者や職員が同業者と交流する
機会をつくり、ネットワークづくりや勉強会、相互
訪問等の活動を通じて、サービスの質を向上さ
せていく取組みをしている

Ⅱ.安心と信頼に向けた関係づくりと支援

15

○初期に築く本人との信頼関係
サービスの利用を開始する段階で、本人が困っ
ていること、不安なこと、要望等に耳を傾けなが
ら、本人の安心を確保するための関係づくりに
努めている

11 7
○運営に関する職員意見の反映
代表者や管理者は、運営に関する職員の意見
や提案を聞く機会を設け、反映させている

12

○就業環境の整備
代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、
勤務状況を把握し、給与水準、労働時間、やり
がいなど、各自が向上心を持って働けるよう職
場環境・条件の整備に努めている

13

○職員を育てる取組み
代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実
際と力量を把握し、法人内外の研修を受ける機
会の確保や、働きながらトレーニングしていくこと
を進めている
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グループホーム　くまた(1F) 自己評価及び外部評価表

自己
評価

外部
評価

項　　目 実践状況
次のステップに向けて期待したい内容

（外部評価のみ）

(自己評価)

家族の立場に立って困っていることなどを理解し、どのように
対応できるかよく話し合う努力をしている。

(自己評価)

相談時、本人の思いや状況等を確認し、改善に向けた支援
の提案、相談を繰り返す中で必要なサービスにつなげてい
けるよう努めている。

(自己評価)

共に喜怒哀楽を分かち合えるよう努め、共に支えあえるよう
な関係づくりに留意し、和やかな生活ができるよう声かけや
場面作りをしている。

(自己評価)

家族の思いに寄り添いながら、本人の日々の暮らしぶりの情
報共有に努め、本人を共に支えていくためにまごころをこめ
家族と同じような思いでしえんしている。

(自己評価)

故郷探索に出かけたり行きたい場所に家族と共に外出する
機会を作ったりしている。
家族、知人等に面会に来ていただき、関係が途切れないよう
にしている。

(外部評価)

事業所の近くに住む利用者の友人がシルバーカーを押して
時々来られ、居室で利用者とおしゃべりをして帰られる。職
員のご実家までドライブして「かまど」で蒸した赤飯をごちそう
になったり、隣町まで実演販売のじゃこ天を買いに出かける
等して、人とふれ合っておられ、利用者は、入居後に顔馴染
みになった方も多くいる。ドライブの際に、利用者のご自宅
に立ち寄り、家や庭の様子を写真に撮って居室に掲示され
た。利用者が懐かしんで喜ばれたことから、事業所では、今
後、利用者やご家族と相談しながら、利用者全員試みていき
たいと話しておられた。

20 8

○馴染みの人や場との関係継続の支援
本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場
所との関係が途切れないよう、支援に努めてい
る

17

○初期対応の見極めと支援
サービスの利用を開始する段階で、本人と家族
等が「その時」まず必要としている支援を見極
め、他のサービス利用も含めた対応に努めてい
る

18

○本人と共に過ごし支えあう関係
職員は、本人を介護される一方の立場におか
ず、暮らしを共にする者同士の関係を築いてい
る

19

○本人を共に支えあう家族との関係
職員は、家族を支援される一方の立場におか
ず、本人と家族の絆を大切にしながら、共に本
人を支えていく関係を築いている

16

○初期に築く家族等との信頼関係
サービスの利用を開始する段階で、家族等が
困っていること、不安なこと、要望等に耳を傾け
ながら、関係づくりに努めている
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グループホーム　くまた(1F) 自己評価及び外部評価表

自己
評価

外部
評価

項　　目 実践状況
次のステップに向けて期待したい内容

（外部評価のみ）

(自己評価)

毎朝の健康体操やおやつ、食事時は職員も一緒に過ごして
会話を持つようにしている。
リビングや食堂の席を工夫し、利用者同士の関係が円滑に
なるよう支援している。

(自己評価)

サービスの利用が終了した後もいつでも家族の方が訪問で
きるような関係を保ちながら継続的なフォローができる体制
に努めている。

(自己評価)

利用者ひとりひとりとのコミュニケーションを大切にし、日々の
かかわりの中で表情や言葉から思いや意思を測ったり確認
するよう努めている。
家族や関係者から情報を得るようにしている。

(外部評価)

入居時に、これまでの生活歴や趣味等をご本人やご家族に
お聞きして「アセスメントシート」を作成されている。職員の夜
勤時には、利用者から「寂しくて眠れない」等、思いを話して
くださることも多く、職員は、「1対1でゆっくり話を聞いて」思
いや意向の把握に努めておられる。管理者は、利用者の思
いや意向等をよく知っておられるが、職員の人手のことも
あって、支援につなげていくことが難しいと話しておられた。

職員やご家族と情報を共有して、利用者一人ひとりが「その
人らしい暮らしを続ける」ためにチームで支えていかれてほ
しい。今後さらに、利用者個々から得た情報を介護計画に
つなげていくような取り組みが期待される。

(自己評価)

本人自身の会話の中からや、家族、知人等の面会時など折
に触れ聞き取り把握に努めている。
笑顔の写真を提示することで家族との話のきっかけを作り、
会話も増えた

(自己評価)

利用者一人ひとりのペースが保たれるよう無理強いすること
のないようできる事や小さな事でも挑戦していただくことで現
状を把握できるようにしている。

24

○これまでの暮らしの把握
一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活
環境、これまでのサービス利用の経過等の把握
に努めている

○暮らしの現状の把握
一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有す
る力等の現状の把握に努めている

25

Ⅲ．その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

23

21

○利用者同士の関係の支援
利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立
せずに利用者同士が関わり合い、支え合えるよ
うな支援に努めている

22

○関係を断ち切らない取組み
サービス利用（契約）が終了しても、これまでの
関係性を大切にしながら、必要に応じて本人・
家族の経過をフォローし、相談や支援に努めて
いる

9

○思いや意向の把握
一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把
握に努めている。困難な場合は、本人本位に検
討している
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グループホーム　くまた(1F) 自己評価及び外部評価表

自己
評価

外部
評価

項　　目 実践状況
次のステップに向けて期待したい内容

（外部評価のみ）

(自己評価)

本人・家族・医療機関等との関わり合いのなかで意見を聞き
介護計画に反映させるようにしている。
アセスメントを含め職員全員で意見交換やモニタリングを
行っている。
家族に介護計画や記録を見てもらうことで意見交換ができる

(外部評価)

介護計画は、利用者個々の担当職員が毎月モニタリングを
行い、見直しは、3ヶ月毎に行われている。ご家族が事業所
に来られる時に希望を聞き取っておられるが、ご家族は事業
所を信頼して「お任せします」と言われる方がほとんどのよう
だ。

(自己評価)

個別のチェック表にて日々の暮らしの様子を記録し、職員全
員が申し送りにて情報の共有を徹底し実践や介護計画に活
かされている。

(自己評価)

家族や本人の要望に対し臨機応変に対応している。
入居者の状況に応じて入院の回避、早期退院の支援や生
活の継続を行っている。

(自己評価)

運営推進会にて地域包括支援センターや区長、民生委員、
地域のサポートの方が常時参加してくださり協力関係が築か
れている。
ボランティアの方にも積極的に働きかけ、交流している。

29

○地域資源との協働
一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把
握し、本人が心身の力を発揮しながら安全で豊
かな暮らしを楽しむことができるよう支援している

28

○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化
本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズ
に対応して、既存のサービスに捉われない、柔
軟な支援やサービスの多機能化に取り組んでい
る

26 10

○チームでつくる介護計画とモニタリング
本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方
について、本人、家族、必要な関係者と話し合
い、それぞれの意見やアイディアを反映し、現状
に即した介護計画を作成している

27

○個別の記録と実践への反映
日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫
を個別記録に記入し、職員間で情報を共有しな
がら実践や介護計画の見直しに活かしている
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グループホーム　くまた(1F) 自己評価及び外部評価表

自己
評価

外部
評価

項　　目 実践状況
次のステップに向けて期待したい内容

（外部評価のみ）

(自己評価)

本人、家族が希望するかかりつけ医となっている。
受診、往診は本人や家族の希望に応じている。
必要があれば受診結果を連絡、情報を共有し、理解を得て
から適切な医療が受けられるよう支援している。

(外部評価)

入居以前から診てもらっている医療機関に、続けて診てもら
えるよう支援されている。受診時には、看護師資格を有する
職員が同行されており、検査の必要がある場合や、状態変
化がみられる場合は、ご家族に報告しておられる。特に変わ
りがなければ、ご家族の来訪時に報告されている。協力医療
機関である歯科が年2回ほど口腔チェックに来てくださり、治
療の必要な方があれば、訪問診療で治療してくださるように
なっている。

(自己評価)

看護師を職員として配置し、常に相談できる体制にあり、利
用者の健康管理や状態変化に応じた支援を行えるようにし
ている。
また、看護師は医療機関との連携をとっている。

(自己評価)

入院時には本人の支援方法や服薬・病歴情報を提供し、頻
繁に職員が御見舞いに行くようにし、安心して治療できるよう
心がけている。
また、家族とも連携を密にし、速やかな退院支援に結び付け
ている。

(自己評価)

重度化に伴う意思の確認のアンケートを実施し、本人や家
族の意向をふまえ医師・職員が連携をはかり、納得した最後
が迎えられるよう取り組み実施している。

(外部評価)

今年、事業所で看取った利用者の方は、豆腐やかぼちゃスープ
等、できるだけ口から食べていただけるよう支援された。ご家族も、
週に2～3回食事介助に来られて、職員と話し合いながら支援され
た。ご家族は、ご本人が安楽な体位がとれるよう、「当て枕」を作っ
てくださった。最期は、ご家族がご本人の手をとって見送られた。事
業所では現在も、終末期を過ごされている利用者がおられる。「き
れいでいたい」という思いを持っておられる利用者には、普段はパ
ジャマで過ごされるが、行事ごとの際には、お気に入りの洋服に着
替えられるよう支援されたり、定期的にカットする等、ご本人の思い
を大切にした支援に取り組まれている。

32

○入退院時の医療機関との協働
利用者が入院した際、安心して治療できるよう
に、また、できるだけ早期に退院できるように、病
院関係者との情報交換や相談に努めている。ま
たは、そうした場合に備えて病院関係者との関
係づくりを行っている

33 12

○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援
重度化した場合や終末期のあり方について、早
い段階から本人・家族等と話し合いを行い、事
業所でできることを十分に説明しながら方針を
共有し、地域の関係者と共にチームで支援に取
り組んでいる

30 11

○かかりつけ医の受診支援
受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納
得が得られたかかりつけ医と事業所の関係を築
きながら、適切な医療を受けられるように支援し
ている

31

○看護職との協働
介護職員は、日常の関わりの中でとらえた情報
や気づきを、職場内の看護職員や訪問看護師
等に伝えて相談し、個々の利用者が適切な受
診や看護を受けられるように支援している
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グループホーム　くまた(1F) 自己評価及び外部評価表

自己
評価

外部
評価

項　　目 実践状況
次のステップに向けて期待したい内容

（外部評価のみ）

(自己評価)

救急救命、応急手当等の勉強会に参加。
マニュアルを作成し、職員全員が素早い対応ができるように
している。

(自己評価)

防災士の資格取得
消防、分団員、区民らも参加で消防訓練を行う。
地域の町内会の協力も得ている。
災害時の地域の方の連絡網を作成

(外部評価)

今春、地域では、地震による津波警報が発令されたことを想定した
避難訓練が実施され、事業所も参加された。当日は、9名ほどの利
用者が職員と一緒に避難場所まで避難された。訓練を行なってみ
て、「避難場所が遠かった」ことから、その後、近くの高校を避難場
所にしていただけるようお願いに行かれ、快く承諾していただい
た。事業所では、11月に消防署に協力いただき、火災想定の避難
訓練を実施する予定になっている。法人代表者のご自宅が事業所
に隣接されており、もしもの時にはすぐに駆け付けられる。又、近所
の消防団員の方やご家族が駆け付けてくれるようになっている。今
後も、利用者の状態や時間帯、いろいろ災害の場面を想定して、
避難訓練を繰り返し実施していかれてほしい。又、「避難経路は利
用者等が通りやすくなっているか」時々点検されてはどうだろうか。

(自己評価)

職員会やユニット会において意識向上をはかり、本人の気
持ちを大切にしたケアに努めている。
毎月カンファレンスを開き、ケアプランについて意見交換を
行っている。

(外部評価)

ご本人・ご家族の希望で、職員は、利用者を「○○ちゃん」と
呼ばれることも多いようだ。苗字で「○○さん」とお呼びして
返答の無い方も「○○ちゃん」とお呼びするとお返事がある
ようだ。

法人代表者は、「職員が利用者に少し馴れ合いになってい
るかもしれない」と感じておられる。運営方針等にも照らし合
わせて、利用者の立場に立ち、日々のかかわり方について
点検されたり、具体的に話し合うような機会を作ってはどうだ
ろうか。

(自己評価)

自分で意思決定できる利用者は職員と一緒に好みの衣服を
購入している。
選択や決定を促す場面を作るよう心がけている。

35 13

○災害対策
火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わ
ず利用者が避難できる方法を全職員が身につ
けるとともに、地域との協力体制を築いている

Ⅳ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

36 14
○一人ひとりの尊重とプライバシーの確保
一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバシー
を損ねない言葉かけや対応をしている

37
○利用者の希望の表出や自己決定の支援
日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、
自己決定できるように働きかけている

34

○急変や事故発生時の備え
利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての
職員は応急手当や初期対応の訓練を定期的に
行い、実践力を身に付けている
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グループホーム　くまた(1F) 自己評価及び外部評価表

自己
評価

外部
評価

項　　目 実践状況
次のステップに向けて期待したい内容

（外部評価のみ）

(自己評価)

できる限り利用者のペースを大切にし、その時の体調や気
持ちを尊重して個別ケアに努めている。

(自己評価)

敬老会等の行事において好みの衣装や化粧で楽しんでも
らっている。
日頃の身だしなみも本人の好みに添えるよう心がけている。
化粧品会社の方を迎え、メイクセラピーを行っている。

(自己評価)

利用者の好みや季節感を献立に取り入れ、全員で楽しく食
事をしている。
片付けもできる方には一緒にしていただいている。
各自に合った食事（ミキサー・キザミ・とろみ等）になるよう工
夫をしている。

(外部評価)

献立は、利用者のお好きなメニューを採り入れて、職員が1週間分
ずつ順番に立てておられる。調査訪問時の昼食は、事業所の畑で
採れたさつまいもが入った「さつまいもご飯」が食卓に上っていた。
職員は、「畑で採れたさつまいもですよ」と利用者に伝えると、「小さ
い頃、お母さんがよく作ってくれた」等、昔を懐かしむ方もおられ
た。調査訪問時には、柿が食後のデザートに出されてあり、利用者
の噛む力や飲み込みの状態等に合わせて、個々が食べやすいよ
うに切っておられた。職員は、利用者とテーブルをともにして、見守
りや介助をしながら一緒に同じものを食べておられた。食後は、職
員が洗った食器を拭く利用者の様子が見られた。週に1度、朝食の
主食はパンになっており、ごはんを好む利用者は、ごはんを食べら
れるように用意されている。誕生日には、ご本人のお好きなメニュー
でお祝いされており、鯛めしや赤飯、お寿司を希望する方が多いよ
うだ。

(自己評価)

一人ひとりの体調と摂取量を把握している。
利用者の食べやすい食材や食器の工夫をし、食がすすむよ
う支援している。

(自己評価)

研修等を通し口腔ケアの大切さを認識し、毎食後のケアを
行い誤嚥性肺炎の防止などにも努めている。

41

○栄養摂取や水分確保の支援
食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じ
て確保できるよう、一人ひとりの状態や力、習慣
に応じた支援をしている

42

○口腔内の清潔保持
口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、
一人ひとりの口腔状態や本人の力に応じた口腔
ケアをしている

38

○日々のその人らしい暮らし
職員側の決まりや都合を優先するのではなく、
一人ひとりのペースを大切にし、その日をどのよ
うに過ごしたいか、希望にそって支援している

39
○身だしなみやおしゃれの支援
その人らしい身だしなみやおしゃれができるよう
に支援している

40 15

○食事を楽しむことのできる支援
食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好
みや力を活かしながら、利用者と職員が一緒に
準備や食事、片付けをしている
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グループホーム　くまた(1F) 自己評価及び外部評価表

自己
評価

外部
評価

項　　目 実践状況
次のステップに向けて期待したい内容

（外部評価のみ）

(自己評価)

排泄パターンを記録。把握し、トイレ誘導をしている。
トイレでの排泄を大事にしながら紙パンツやパット類も本人
に合わせて検討している。

(外部評価)

入居時、紙オムツを使用されていた方も、紙パンツに替えて
トイレで排泄できるよう支援されている。夜間ポータブルトイ
レを使用する方は、ベッドサイドに鈴を用意されており、利用
者は、必要時に職員を呼ぶようになっている。夜間のみ、尿
器をご自分で使用している方もいる。

(自己評価)

排便表にて把握し、繊維質の多い食材や乳製品を取り入れ
自然排便できるよう取り組んでいる。

(自己評価)

可能な限り希望やタイミングに合わせて入浴を楽しめるよう
支援するとともに入浴を拒む方には安心して入浴できるよう
取り組んでいる。

(外部評価)

一日おきに入浴するようになっている。午前・午後と入浴でき
るようになっており、利用者からの、「一番風呂がいい」「最後
がいい」等の希望をお聞きしながら支援されている。車いす
を利用されている方は、リフトを使って浴槽で温まれるよう支
援されている。入浴後は化粧水や保湿剤を使うことができる
よう、事業所で用意されていた。奥道後に出かけられた際に
は、外の景色を眺めながら足湯を楽しまれ、利用者は喜ば
れたようだ。

(自己評価)

寝付けないときには会話や飲み物などを飲んでいただいた
りして配慮している。
日中の活動を促し生活リズムを整えている。

44

○便秘の予防と対応
便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の
工夫や運動への働きかけ等、個々に応じた予防
に取り組んでいる

45 17

○入浴を楽しむことができる支援
一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴を
楽しめるように、職員の都合で曜日や時間帯を
決めてしまわずに、個々に応じた入浴の支援を
している

46

○安眠や休息の支援
一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じ
て、休息したり、安心して気持ちよく眠れるよう支
援している

43 16

○排泄の自立支援
排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひと
りの力や排泄のパターン、習慣を活かして、トイ
レでの排泄や排泄の自立にむけた支援を行っ
ている
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グループホーム　くまた(1F) 自己評価及び外部評価表

自己
評価

外部
評価

項　　目 実践状況
次のステップに向けて期待したい内容

（外部評価のみ）

(自己評価)

服薬ファイルを使用している。
服薬時には本人に手渡し、確認、必要に応じ介助している。
処方の変更や状態変化が見られる場合は看護師や医療機
関とも連携をとるよう努めている。

(自己評価)

できることはお手伝いをお願いし、ねぎらいや感謝の気持ち
を伝えるようにしている。
買い物やドライブ、催し物、年中行事等で気分転換をはかり
楽しめるよう支援している。

(自己評価)

その日の体調や職員の状況に応じて散歩や買い物、外食
や弁当をもって戸外へ出かける等外出支援をしている。
遠くへ行かれる場合は家族にも協力を求めることがある。

(外部評価)

近所の方の畑に咲く、ばらの花を見に行かれたり、希望があ
れば、洋服を買いに出かけたりされている。道の駅までドライ
ブして、海の景色を眺めたり、アイスクリームを食べて帰るこ
ともある。最近、近くにたこ焼き屋がオープンして、おやつに
買いに行かれることもある。季節の花を見にドライブされた
り、4月のお花見には、ご家族にも案内して、一緒に楽しめる
よう取り組まれた。9月に奥道後の昼食バイキングに出かけて
利用者が喜ばれたことから、11月の菊花展に行く際にも、昼
食バイキングを楽しめるように計画をされている。体調から外
出の難しい方は、玄関先や庭に出て、足だけでも日光浴で
きるように支援されている。

(自己評価)

一人ひとりの希望や力に応じて少額手元に持っていただい
ている。
家族より預かっている方は買い物時等にお渡しし、利用者
本人にはらっていただいている。

(自己評価)

希望時にはいつでも電話や手紙で連絡をとれるよう支援して
いる。

50

○お金の所持や使うことの支援
職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解
しており、一人ひとりの希望や力に応じて、お金
を所持したり使えるように支援している

51
○電話や手紙の支援
家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手
紙のやり取りができるように支援をしている

47

○服薬支援
一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、
用法や用量について理解しており、服薬の支援
と症状の変化の確認に努めている

48

○役割、楽しみごとの支援
張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一
人ひとりの生活歴や力を活かした役割、嗜好
品、楽しみごと、気分転換等の支援をしている

49 18

○日常的な外出支援
一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出
かけられるよう支援に努めている。また、普段は
行けないような場所でも、本人の希望を把握し、
家族や地域の人々と協力しながら出かけられる
ように支援している
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グループホーム　くまた(1F) 自己評価及び外部評価表

自己
評価

外部
評価

項　　目 実践状況
次のステップに向けて期待したい内容

（外部評価のみ）

(自己評価)

季節を感じさせる花や絵、置物を飾ったり自然の風を取り入
れ、季節を肌で感じることができるよう工夫している。
居心地の良い空間作りを工夫している。

(外部評価)

2階への階段の壁には、利用者一人ひとりの笑顔の写真を
額に入れて飾っておられる。又、毎年、広島県熊野町で開
催される「ふれあい書道展」に利用者は出展されており、入
賞時の賞状も額に入れて飾っておられた。調査訪問時に
は、居間で、大きなトランプで職員と一緒に「七並べ」を楽し
まれたり、紙に書かれた歌詞を見ながら歌を歌う利用者の様
子がうかがえた。敷地内に畑があり、夏は、なすやピーマン、
きゅうりやゴーヤ等を育てておられ、利用者は職員と一緒に
収穫を楽しまれたようだ。

(自己評価)

庭にベンチをおき、日光浴を楽しんでいる。
椅子、ソファー等も工夫し、一人や仲のよい利用者同士でく
つろげるようスペースを作っている。

(自己評価)

家族の写真や趣味の道具などを持ち込み、利用者が居心
地よく過ごせるよう配慮している。

(外部評価)

居室の壁には、ご家族の写真や、誕生日に職員からプレゼ
ンされた写真入りのメッセージカード・職員と一緒にご自宅
へ戻り、家や庭の様子を撮った写真、又、入居時から一年毎
に撮った利用者の写真に日付を入れて壁に飾っておられ
た。自作の俳句の短冊を飾っておられる方もおられる。ほと
んどの方がテレビを持ち込まれており、夕食が終わると、居
室に戻り、寝巻きに着替えて、好きなテレビを見ながら休ま
れる方が多いようだ。

(自己評価)

本人の不安材料を取り除き、状況に合わせて環境整備を
行っている。

55

○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり
建物内部は一人ひとりの「できること」や「わかる
こと」を活かして、安全かつできるだけ自立した
生活が送れるように工夫している

53

○共用空間における一人ひとりの居場所づくり
共用空間の中で、独りになれたり、気の合った利
用者同士で思い思いに過ごせるような居場所の
工夫をしている

54 20

○居心地よく過ごせる居室の配慮
居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相
談しながら、使い慣れたものや好みのものを活
かして、本人が居心地よく過ごせるような工夫を
している

52 19

○居心地のよい共用空間づくり
共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴
室、トイレ等）が、利用者にとって不快や混乱を
まねくような刺激（音、光、色、広さ、温度など）が
ないように配慮し、生活感や季節感を採り入れ
て、居心地よく過ごせるような工夫をしている
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